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仙台 札幌 静岡 高知
★盛岡 宮古 青森 新潟 東京 長野 金沢 名古屋 大阪 松江 広島 福岡 鹿児島

90km 175km 415km 545km 655km 715km 895km 1025km 1295km 1415km 1625km 1925km

40kg 95kg 125kg 151kg 164kg 206kg 236kg 298kg 325kg 374kg 443kg
130kg

★魚環境尺とは、生産地から食卓（岩手県盛岡市）までの距離が短い魚を食べた方が『環境』への負荷が少なく、＠地産地消にもつながるであろうという仮説をもとに、魚マイレージで表現したものです。

走行距離

↓★魚マイレージ（単位：kgｋｍ）【生産地から食卓までの距離×食べたお魚の量】

21kg

生産地

【点線部分に切れ目を入れてください】

Co２（単位：ｋｇ）

【例】いわし１尾でみた場合、東京（生産地）から盛岡（食卓）に入ったいわしの魚マイレージは「３３」となります。また、車の走行距離をもとにしたＣＯ２量でみると東京→盛岡は125kgのＣＯ２が発生すると試算されます。

食卓

◆切り身（魚１切れ）　　８０ｇ／１切れ

7

◆まぐろ（握り１貫）　　１５ｇ／貫

1

◆いわし（１尾）　　６０ｇ／尾

5

◆さんま（１尾）１５０ｇ／尾　又は　かき（１個）１５０ｇ／個

◆ほたて（１個）　　２００ｇ／個

◆いか（１パイ）　　２５０ｇ／パイ

◆かれい（１尾）　　３００ｇ／尾

◆たこ足（１本）　　４００ｇ／本

◆海藻（１パック）　　５００ｇ／パック

◆さけ（１尾）　　３ｋｇ／尾

※点線部分を山折りするとコンパクトにおさまります。
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１．表紙

２．裏紙

※作成方法
表紙と裏紙をそれぞれ太枠にそって切り抜きます。
→表紙中央部にある点線（上段と下段）に切り込みを入れます（※切りすぎないように注意）。
→裏紙の点線を山折りにします。
→表紙でさきほど切り込みをいれた部分に、裏紙を差し込みます（右イメージ図）。
→あとは、裏紙を前後にすべらせながら、知りたい品目を表紙の中央部分にセットしていきます。

表紙

裏紙

表紙に裏紙を差し込むイメージ 読み方事例


